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◆学生の声
　本研究室に入り山口先生・鄭先
生の指導の下“半導体レーザーによ
る分光分析”や，“パルスファイバ
レーザー”と幅広い分野に取り組み
ました．夏の研究室合宿では「研究
談義」はもちろんのこと，バーベ

キューやテニスで楽しんだことは忘れられません．
研究室では産学連携も盛んで，社会と触れる機会に
も恵まれました．学会発表や修士論文では両先生に
指導いただき，大変お世話になりました．これか
ら，社会人として日々研鑽して行きたいと思いま
す． （橋本 将孝）

　◆研究室紹介
　本研究室では山口 滋（教授）及び鄭 和翊（准教授）によ
り，半導体レーザー，固体レーザー，さらにはファイバ
を用いて，紫外から赤外までのコヒーレント光の発生に
関する研究を中心として，レーザー加工から光計測まで
の幅広い課題に取り組んでいる．
　半導体レーザーとファイバレーザーの差周波混合を用
いることで，近赤外から中赤外光までの広範囲のコヒー
レント光をコンパクト且つロバストな系で発生すること
に国内では初めて成功し，微量ガス分析，環境モニタリ
ング，放電プラズマの診断等の多くの分野に適用が可能
であることを国内外に示してきた．
　また，ピコ秒からナノ秒の範囲のパルス幅を有する
様々な近赤外パルスファイバレーザーを開発し，波長変
換により近赤外－可視－紫外の広範囲なコヒーレント光
の発生に成功し，レーザー加工分野に応用されている．
　これらの成果は本研究室が開発した広帯域レーザー光
源というシーズを基に，産学，産官学連携によってもた
らされた成果である．

　◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成　　果
半導体レーザーによ
るキャビティーリン
グダウン分光法

国際会議　報告
学会誌論文投稿
産学連携

分極反転デバイスを
用いた中赤外光によ
る分光分析

国際会議　報告
学会誌論文　投稿
産官学連携

半導体レーザーを用
いたラマン分光法

国際会議　報告
学会誌論文　投稿
産学連携

パルスファイバレー
ザーの開発

国際会議　報告
学会誌論文　投稿
産官学連携

ファイバーレーザー
による紫外光の発生

国際会議　報告
学会誌論文　投稿
産学連携
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